〈教育関係〉と学校におけるケアについて考える by 宮澤 康人 & Yasuto Miyazawa
2013 年 11 月 9 日（土），武庫川女子大学大学院文学研究科教育学専攻セミナー 
Seminar on 9st November 2013 in Mukogawa Women’s University 
〈教育関係〉と学校におけるケアについて考える 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の 1 人にね，1 度自分たちの会に来て話をして欲しい
といわれて，それはちょっととビビって，断ったんで
すけれども，東大の試験に出たあの本（『教育関係の













































































































































































は，ケアする人である A がもう 1 人の B をケアし，B
は A がケアしていることを認める。先に描写したよう
に，ケアするときの A の意識は 1 つ目に，没頭，すな
わち，非選択的に向ける注意，2 つ目に動機の転移，
すなわち助けたいという欲求，によって特徴づけられ
ます。A は B の表わす関心やニーズを本当に気づかっ
て，忠実に傾聴し，感得し，そして応答します。「B が

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































胎児は 10 か月の間に，生命の進化の 35 億年を圧縮し
て生きるといってるんです。妊娠したときは，たった











































































































































































































たりですよ。80 歳過ぎると，こんなにも 1 日が疲れる
ものかと思います。「1 日の思いは 1 日にて足れり」，
本当にいい言葉です。精一杯，1 日を生きて，ありが
とうっていう心境になれればいいんですが，難しいで
すね。今日は無駄に疲れちゃったなあ，と感じる日が
多いんです。だけど今日はそうじゃなくて，有意義に
疲れた。こちらこそありがとうございました。 
学生一同：ありがとうございました。 
 
山﨑：それでは院生の方から何かご挨拶をお願いします。 
 
岩尾：はい。本日はお忙しいなか，お越しいただき，本
当にありがとうございました。みんなそれぞれの思い
で聞いて，またそれぞれの修論や卒論にむかって自分
のタネにできると思います。ありがとうございまし
た。 
 
学生一同：ありがとうございました。 
 
~おわり~
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